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ョック等の重篤な例 もあるので,さ らに一段改良せ ら

れた製剤が待望せ られるのである。木院においては科研

より提供されたDDSを 昭和33年6月 よ り28例

の肺結核患者に使用しその臨床効果を観察するとともに

副作用に注目し,と くに一部の症例にっいては聴力障害

発生の有無を検索したのでその成績を述べ る。治療効果

は症例 も少なくかっ全例他剤 との併用で優劣を論 じがた

いが,聴 力障害発生例なく他の副作用 も軽微であり,と

くに,SMに よ りなん らかの副作用を訴 えた症例にお

いて も大部分使用可能であつた こ とより,DDSは 臨

床的に価値あるものと認める。

10. 絹絲 草の葉緑素形成に対するStreptomycinの

影 響(第2報)佐 藤裕(湘 南衛生研)

SM200γ/ccに5℃ で4日 漬けた絹絲草の種 子は純

度の高い水で5℃ で1日 洗つてか ら水 培 地 に うえて

も,そ れよ り生ずろ葉はSMの 作用をうけて葉緑体を

欠 く白葉である。SM漬 種子を洗 う水のpHが4,5で

は生 じた葉の50%が,pH4.0で は85%の 葉 が葉

緑体をつくるUpH5.0～8.5の 問 ではかか る著 明な影

響はない。同一のpHを 示し燐酸塩の量 を 異にする緩

衝液で同じ操作を行なうと洗液の燐酸塩が濃いほど葉緑

体形成が多 くなる。ゆえにH・ のほかに洗液の成分 も葉

緑体形成の回復に関与すると考 え0.07NのNa,K,Li

塩溶液,0.007NのCa,Ba,Mg,Sr,Zn塩 溶 液で洗

ってか ら水培地に うえると生ずる葉 の約80%に 葉緑

体形成が起こつた。数種の塩で試みたところでは塩類は

SM漬 種子が未活動あるいは微活動の時期 に作用しな

いと葉緑体形成能を回復 させがたい。
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○論文著者は齊藤千代 との共著に訂正
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